
 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

2 月号こたえ 
 

 

不快指数→数寄屋→屋外→外交→

交配  →  配食  →  食品→  品質→

質疑応答→答弁→弁論→論談→  

談義→義理→理髪→髪形→形態  

→  
－ 漢字しりとり迷路 応募方法 － 

①名前 ②住所 ③電話番号④「かとけん通信」の中で興味のあった記事、ご意見、ご感想など。

⑤答えをご記入の上 FAX かメールにてご応募下さい。 

FAX ２２－２１３３ hirose@kato－const.jp ハガキやお電話でもＯＫです！ 

スタートからゴールまで熟語のしりとりで移動

する迷路ゲームです。正しいルートでゴールまで

たどり着くと、通らなかったパネルが出てきま

す。        この余りのパネルの漢字を  

つなぎ合わせてできる熟  

語が「答え」になります。        

 

例題では「以」と「前」の  

パネルが余るので、「以前」 

が答えとなります。  

 

 

スタート 

ゴール 

 

効 果 

「開花宣言」とは毎年、気象庁が標
ひょう

本木
ほんぼく

としているソメ

イヨシノが開花したことを発表するものです。開花予想

日を線で結んだものは「桜前線」と呼ばれます。なお「桜

前線」はマスメディアの造語で、1967年（昭和42年）

頃からテレビやラジオ、新聞などで使われるようになり

ました。 

気象庁では、標本木で5～６輪以上の花が咲くと、桜の開

花を発表します。ちなみに、開花の発表の基準となる標

本木は、各気象台や測候所が定めています。標本木は４

７都道府県の各所にありますが、気象台の敷地内にあっ

たり、公園の中にあったりとさまざまです。 

京都府では、京都地方気象台の敷地内の木が「標本木」

でしたが、庁舎の日陰、観光地から離れていることなど

の理由などから現在は二条城の桜の木が標本木とされて

いるそうです。 

気象庁はあくまで桜が開花したことを発表するだけで、

開花予想も2010年以降、行なっていないそう。今は民

間事業者が桜の開花予想や開花宣言を行なっているのが

現状です。 

気象庁では、季節の遅れ進みや気候の違いなどの推

移を把握するため、特定の植物や動物の観察を観測

し続けています。これは「生物季節観測」と言うそ

うで、梅・桜の開花した日、カエデ・イチョウが紅

葉（黄葉）した日、うぐいす・あぶらぜみの鳴き声

を初めて聞いた日、つばめ・ほたるを初めて見た日

などを観測しています。つまり、桜もそのひとつだ

ったというわけです。古来、桜は稲の種まきの目安

に使われるなど農業と関係がある植物でした。最初

の桜の開花予想は、気象庁の前身である中央気象台

の農業
のうぎょう

気象
きしょう

掛
がかり

が昭和3年から発表していたそうで

現在のようにお花見など行楽目的ではなかったよ

うですね。  

小 恐 恐 縮 小

物 戦 花 工 細

事 戦 合 事 中

案 守 歌 一 間

山 子 開 髪 形

お花見の予定をたてるときに悩むのが、開花の時期です

ね。開花予想の仕方を知っていれば、自分でも開花予想

ができるかもしれない。そんな「600℃の法則」とい

うものがあるのはご存じですか？その名の通り600℃

がこの法則の鍵となっており、2月1日からその日の最

高気温を足していき、合計が600℃を越えた日が桜の

開花の目安となるそうです。  

試しに福知山市の2月1日～3月12日までの最高気温

を足してみました。  

2月1日から9.8＋10.6＋13.3＋12.4＋8.9…  

3月12日までで「468.4度」。600度まではあと…

131.6度！さて、開花はいつになるでしょうか。もし

計算ミスをしていたらごめんなさい。続きは計算してみ

てくださいね。  

桜の開花とともにウイルスもなくなってくれないかなぁ。  

そもそも「さくら」という言葉の語源は稲作と関係している

と言われています。農耕の神様を意味する「サの神様」に、

神様の居場所を意味する「御座（みくら）」の「くら」が合わ

さって「さくら」になったという説があるそうです。 
 

 

 

 

さて、開花予想にはソメイヨシノが使用されていますが、桜

の仲間にはさまざまな桜があるのに、なぜソメイヨシノを使

用するのでしょうか？ 

その理由は、全国的に学校・公園・街路樹などで数多く植え

られていること、それから、ソメイヨシノはもともと雑種起

源の桜であり、ほとんどの個体が接ぎ木などでふやしたもの

であり、遺伝的にほぼ同じであるといえるので、周囲の環境

に対する反応がほぼ同じになると考えられます。すなわち、

気候の変化によるソメイヨシノの開花の様子は全国どこへ行

っても同じそうです。 

東京ではもう桜の開花が発表されました。こちらもそろそろ開花宣言がされるころでしょうか。 

これが到着するころにはもうされてますか？  開花宣言がされるといよいよ春本番。桜前線のスタートです。 



 

 

 

  

  

 

        

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春キャベツ       1/4株 

新玉ねぎ        1個 

鶏手羽元        4～6本 

● 出汁        500ｃｃ 

● 薄口醤油      大さじ 1  

● 濃口醤油      大さじ 1 

● みりん       大さじ 1 

● 酒         大さじ 2 

● 砂糖        小さじ 2 

(2 人分) 

) 

 

①  春キャベツは芯を残したまま、1/4株を半分に切ります。 

新玉ねぎも芯を残したまま、1/6の櫛形に切ります。 

②  フライパンに少量の油を熱し、手羽元を入れて中火で焼き色

をつけ、別皿に取ります。  

③  フライパンに残る脂をふき取り、●を入れて煮立てます。 

④  ②を入れて火が通れば、①を入れて煮込みます。新玉ねぎが

柔らかくなれば完成です。 


